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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
留
学
生
三
十
万
人
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
推
計
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
行
っ
て
い
な
い
。 

 
 

ま
た
、
現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
「
留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
に
お
け
る
「
二
千
二
十
年
を
目
途
に
留
学
生
受
入
れ
三
十

万
人
を
目
指
す
」
と
の
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
令
和
三
年
度
以
降
の
目
標
に
つ
い
て
具
体
的
な

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
数
値
目
標
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
日
本
語
教
育
機
関
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令

（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄

第
六
号
の
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
が
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
）
へ
の
留
学
生
も
含
め
、
一
に
つ

い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
「
留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
に
お
け
る
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

お
尋
ね
の
「
高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
留
学
生
数
」
の
「
目
標
値
」
を
別
に
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。 
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三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
検
証
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
留
学
」
の
在
留
資
格
を
も
っ

て
在
留
す
る
外
国
人
か
ら
、
資
格
外
活
動
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施

行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
第
十
九
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
一
週
に
つ
い
て
二
十
八
時
間

以
内
（
・
・
・
在
籍
す
る
教
育
機
関
が
学
則
で
定
め
る
長
期
休
業
期
間
に
あ
る
と
き
は
、
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
以
内
）
」

等
の
条
件
を
付
し
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
範
囲
内
で
の
資
格
外
活
動
で
あ
れ
ば
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ

る
活
動
の
遂
行
を
阻
害
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
効
果
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
日
本
留
学
海
外
拠

点
連
携
推
進
事
業
」
は
、
海
外
拠
点
設
置
地
域
の
大
学
や
高
等
学
校
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
留
学
情
報
の
収
集
・
提

供
等
を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
へ
の
留
学
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、
我
が

国
へ
の
留
学
に
興
味
関
心
を
持
つ
外
国
人
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
に
留
学
す
る
留
学
生
を
増
加
さ
せ
る
こ



 

３ 

 

と
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
体
制
の
整
備
を
よ
り
一
層
可
能
と
す
る
た
め
、
御

指
摘
の
「
増
額
要
求
」
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
お
尋
ね
の
「
具
体
的
に
何
人
の
留
学
生
の
増
加
が
期

待
で
き
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
実
施
の
み
な
ら
ず
、
入
学
希
望
者
の
動
向
や
各
国
の
留
学
生
政
策
の
動
向
な

ど
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
費
外
国
人
留
学
生
制
度
の
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
令
和
二
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て

今
年
度
と
同
額
の
約
百
八
十
五
億
円
を
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
先
の
答

弁
書
（
平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
内
閣
衆
質
一
九
七
第
四
六
号
）
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
我
が
国
の
大
学
の

国
際
競
争
力
の
向
上
の
た
め
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
」
や
「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
、

大
学
等
で
の
教
育
研
究
を
は
じ
め
と
し
た
我
が
国
へ
の
留
学
の
魅
力
を
統
合
的
に
発
信
す
る
た
め
の
「
日
本
留
学
海
外
拠
点

連
携
推
進
事
業
」
等
の
取
組
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
獲
得
を
よ
り
一
層
図
る
考
え
で
あ

る
。 

六
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

文
部
科
学
省
の
令
和
二
年
度
定
員
要
求
に
お
い
て
は
、
「
各
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
在
籍
管
理
等
の
推
進
体
制
の
整
備

に
伴
う
増
」
と
し
て
、
二
人
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


